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Abstract
Objectives: To investigate the current and future situation regarding the providing care 

for foreign patients in Japan, especially the current status of accreditation by Japan Inter-
national Hospital（JIH）and Japan Medical Service Accreditation for International Pa-
tients（JMIP）of medical institutions.

Methods: I investigated the number of institutions with accreditation by JIH and JMIP. 
I checked the websites of institutions accredited by JIH and JMIP for internationalization, 
basic information（names of departments, contact information, and access）, and cultural 
sensitivity, including preparedness for medical interpreters.

Results: In all, 74 medical institutions were accredited by either JIH or JMIP; 13 insti-
tutions had accreditations from both. Most medical institutions included basic information 
on their websites; however, they were lacking in terms of internationalization, readability, 
and cultural sensitivity.

Discussion and Conclusion: For better medical care access among foreign residents and 
tourists, the websites require better readability and cultural sensitivity. Even after accredi-
tation, it is necessary for medical institutions to make improvements.
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1.　�背景

我が国を訪れる外国人は、年々増加している。

日本政府観光局（JINTO）によると、訪日外客

数の推移は 2006 年の 7,334,077 人と比較して

2016 年には 24,039,700 人となり、10 年間で 3
倍以上に増加した（JTB 総合研究所，2018）。
訪日外国人の増加に伴い、外国人患者が増加し

ており、病院の外国人患者受け入れ体制の必要

性が高まっている。厚生労働省は、平成 28 年

10 月 20 日から 12 月 12 日の期間に、医療機関、

自治体、医療通訳サービス提供事業者それぞれ

に外国人受け入れの状況を質問紙を用いて確認

し、1,945 機関から回答を得た。その結果、受

け入れ先である、外国人患者受け入れ可能な医

療機関の数や医療設備については、83.0% が把

握していなかったものの、外来では 79.7%、入

院では 58.5% の医療機関が外国人を受け入れ

ていた（厚生労働省，2017）。
一方、訪日外国人旅行者からみた日本の医療

機関について、観光庁が平成 29 年に実施した

「訪日外国人旅行者の医療に関する実態調査」

結果によれば、3,383 名の回答者のうち、医療

機関で診療を受けなかった理由として「日本の

医療機関について必要な情報が得られなかっ

た」割合が 50% と最も高く（観光庁，2017）、
外国人患者受入れ可能な医療機関が外国人旅行

者に認知されていない現状がうかがえる。

日本の病院への外国人患者受け入れには様々

な課題がある。まず、日本の医療情報が外国に

十分に周知されていないことである。遠藤

（2012）により、ロシアでは日本の医療に対す

る評価や受診の期待は高いものの、日本の診療

情報が他国と比較して少ないことが指摘されて

いる。また、日本で医療サービスを受けること

になったとしても、外国人患者と受け入れ側の

医療者双方が、現場で様々な困難に直面してい

る。久保ら（2014）は、日本の病院における救

急外来での外国人患者への看護の現状を報告し

た。全国の救急指定病院 382 施設に質問紙法で

調査した結果、101 施設（回収率 26.4%）から

回答を得た。質問紙では、看護上の困難を言語

の違い、文化や生活習慣の違いで質問しており、

言語の違いによる困難の 7 項目のうち、患者の

不安軽減などの精神的支援が最も多く、次いで

患者の理解度の把握、インフォームドコンセン

トや処置検査などの説明に対して困難を感じて

いた。また、文化や生活習慣の違いによる困難

としては、宗教上の問題に関する報告や、食事

に関する内容が多くみられた。このことより、

外国人患者受け入れをしている病院の多くが、

受け入れた外国人患者への言語による対応や、

文化・生活習慣の違いを踏まえた対応に困難を

感じている様子がみられた。

外国人患者受け入れに関する課題を克服し、

受け入れ体制が一定の基準に達しているという

外部からの評価が得られるのが、外部認証であ

る。外部認証は、認証取得の推進により、医療

機関の国際化を促し、医療渡航受診者受け入れ

の環境整備を行うことを目的にしており、現在

日本では複数の認証制度により認証が行われて

いる。

Japan International Hospital（JIH）は、治療や

健診を目的に訪日する外国人患者受け入れに関

す認証制度で、日本の高度医療を受診するため

に医療ビザを取得して来日する外国人患者の受

け入れに意欲があり、適切な受入体制を整備し

た医療機関を推奨し、海外に発信することを目

的としている（Medical Excellence JAPAN,2018）。
渡航受診者受入に意欲と取組みのある病院は、

書面審査と訪問による審査を経て、官民連携の、

経済産業省の支援を得て設立された一般社団法

人である Medical Excellence JAPAN（MEJ）に

よって『ジャパンインターナショナルホスピタ

ルズ』として推奨される。評価基準は宗教、習

慣の違いに配慮があるか、その機関で渡航受診

者が安心して快適に受診できるかどうかとされ

ており、2018 年 8 月現在、41 の医療機関が推

奨されている。厚生労働省の報告によれば、

2017 年 4 月から 9 月までの 6 か月間、JIH 推奨

病院 35 病院に対して受入れ患者数を調査した
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ところ、2 位の米国に 2 倍以上の差をつけて中

国からの渡航者が第一位であった。

外国人患者受入れ医療機関認証制度（Japan 
Medical Service Accreditation for International 
Patients:JMIP）は、訪日・在日外国人が安心し

て医療を受けられるための環境が整備された医

療機関を認証するもので、選定機関は日本医療

教育財団である。医療機関は書面審査と訪問に

よる調査により選定され、評価基準は受け入れ

対応、患者サービス、医療提供の運営、組織体

制と管理、改善に向けた取り組みの 5 分類であ

る。2018 年現在、45 の医療機関が認証を取得

している（日本医療教育財団，2018）。
JIH と JMIP の違いに関して、一般社団法人

Medical Excellence Japan は、平成 29 年 12 月 21
日作成の『外国人患者の医療渡航促進に向けた

医療コーディネート事業者のあり方等に関する

第 2 回研究会』の記録の中で、次のように述べ

ている。JIH は訪日外国人（医療渡航受診者）

が対象で、渡航前の情報収集・受診時の通訳・

医療費の支払い・予後フォローまで含め、あら

かじめ渡航支援企業と調整の上対応することを

前提としており、推奨組織（MEJ）を通じて、

外国に対し情報発信を行う。一方、JMIPは在留・

訪日外国人が対象であり、これらの外国人患者

が予約なしで来院しても、受付・診療・会計ま

で独力で対応できるように、診療科単位の体制

でなく病院全体の受入体制を審査する。そのた

め、JIH の場合は渡航支援企業との協業により

機能代替も可能としているのに対し、JMIP に

は病院全体の受入体制（特に言語対応）が求め

られる（経済産業省，2017）。
その他の認証としては、MIL と JCI が挙げら

れる。訪日外国人旅行者受け入れ医療機関リス

ト（MIL）は、訪日外客が日本に滞在している

間に病気や怪我をした場合に、安心して受診で

きる体制が整備された医療機関の一覧であり、

都道府県福祉保健局を選定機関として日本政府

観光局を通じて発信されている（観光庁，

2016）。

JCI（Joint Commission International）は、米国

の医療施設を対象とした第三者評価認証機関で

ある The Joint Commission の国際部門として

1994 年 に 設 立 さ れ た 非 営 利 組 織 Joint 
Commission International の略称であり、国際基

準の質の医療を提供する医療機関を認証するも

のである。「患者安全」「感染管理」「医療の質

と改善」など、14 分野 1,145 項目について医療

施設を評価し、世界基準の質を担保し、安全な

医療を提供していると認められた施設に与えら

れる認証である（医療器能評価機構，2018）。
訪日・在日外国人患者を受け入れるための直接

的な認証ではないが、訪日・在日外国人が医療

を受ける際に、JCI の認証を受けていることで、

その医療機関の医療の質に対して信頼感が増す

ために、間接的な外国人患者受入れ医療機関認

証であるとも考えられる。

本稿では、日本における医療の国際化に関し

て、外部評価を受けた医療機関の調査を通して

外国人患者受け入れ促進に向けた現状と課題を

検討する。

2.　�方法

2.1.　�調査方法

外国人患者受け入れに関する外部認証のう

ち、JIH および JMIP の選定病院と医療機関ウ

エブサイトの国際化対応準備状況を調査する。

外国人が日本に来日する前にまず情報収集する

のがインターネットのウエブサイトであると考

えられるため、ウエブサイトを調査対象にした。

JIH は訪日外国人への受け入れ態勢に関する認

証、JMIP は在日外国人への受け入れ態勢に関

する認証の代表として調査対象として選定し

た。JCI は医療の質に関する医療機関認証であ

り訪日・在日外国人患者を受け入れるための直

接的な認証ではないため、今回の調査には含ま

なかった。

2.2.　�調査項目

認定病院の地域（8 地域区分）、重複して認
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証を取得している病院の傾向、ウエブサイトの

準備状況を調査した。ウエブサイトの準備状況

に関しては、JMIP の評価基準にある、「①ウエ

ブサイトには、医療機関の診療科、連絡先、ア

クセスを記載しているか」と、「②日本語と外

国語のウエブサイトの内容の整合性が取れてい

るか」を調査した。また、先行研究で文化や生

活習慣の違いが患者対応上の困難であるという

結果が得られているため、「③文化や生活習慣

の違いに関する対応がウエブサイトに言及され

ているか」も調査項目に加えた。

3.　�結果

3.1.　�認証医療機関

表に、2018 年 8 月時点の認証機関の一覧を

示した。2018 年 8 月時点で公表されている

JMIP 認証病院は 45 で、認定病院の地域（8 地

域区分）は北海道 2、関東 20、中部 8、近畿 7、
中国 2、九州 6 施設であった。東北、四国には

認証病院がなかった。JIH 認証取得病院がある

地域は 41 で、北海道 2、東北 3、関東 21、中

部 4、近畿 2、中国 3、九州 6 であった。四国

には認証病院がなかった。

重複して認証を取得している医療機関は 13
で、関東（東京）6、中部 2、近畿 1、中国 1、
九州 3 であった。

3.2.　�認証医療機関のウエブサイト準備状況

74 医療機関のうち、多言語ウエブサイトで

最も多かったのは英語（72 医療機関）、次に多

いのが中国語（49 医療機関）で、続いて韓国

語（11 医療機関）であった。自動翻訳で 104
カ国語のウエブサイトを提供しているのは 6 医

療機関あったが、日本語から日本語への翻訳で

精度を確認したところ、所々意味をなさない訳

があった。

74 医療機関のうち 1 医療機関のみ、日本語

のみの表示でウエブサイトの他言語翻訳がな

かった。他言語翻訳がある 73 機関のうち、医

療機関の診療科、連絡先、アクセスの記載は、

それぞれ診療科 95.9%（70 医療機関）、連絡先

100.0%（73 医療機関）、アクセスの記載が

89.0%（65 医療機関）であった。診療科は、トッ

プページの枠内に全診療科名が記載されている

表示の仕方と、タブで診療科を選んで表示させ

る形式があった。連絡先は、海外からのアクセ

スを想定して国番号（+0081）まで記載してい

るのは 1 医療機関のみであった。アクセスの記

載は、ほとんどが地図の画像付きであったが、

地図の記載が日本語であり読めないものも多

かった。また、院長の挨拶が大部分を占めて、

必要な情報にたどり着きづらいサイトも多かっ

た。クリックが少なく、トップページに基本情

報とアクセス情報など必要な情報があり、全て

1 ページで収められているウエブサイトは、必

要な情報に到達しやすかった。

神奈川県の湘南鎌倉総合病院では、複数言語

の通訳サービスを提供する International Medical 
Support Center を擁している。サービス営業時

間と利用方法に加え、電子メールアドレスを含

む問合せ先の公開があった。また、利用した外

国人患者のコメントもあった。

日本語と外国語のウエブサイトの内容の整合

性が取れていた医療機関は 7.0%（5 医療機関）

のみであった。その他の医療機関は、日本語の

ウエブサイトと比較してページ数が少なく、

フォントや色使いも簡素なものが多かった。

文化や生活習慣の違いに関する対応がウエブ

サイトに言及されていたウエブサイトはみられ

なかった。医療通訳について言及している医療

機関はわずか 5.0%（4 医療機関）で、通訳が

無料であることを記載したところが 3 機関、通

訳は手配しないので自分で連れてくるよう明記

したところが 1 機関であった。
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表　�2018 年 8 月時点の認証取得機関の一覧（認

証機関、都道府県別）

医療機関名 認証 場所

AOI 国際病院 JIH 神奈川県

筑波大学付属病院 JIH 茨城県

岡山極東病院 JIH 岡山県

仙台厚生病院 JIH 宮城県

福山医療センター JIH 広島県

山形大学医学部附属病院 JIH 山形県

聖隷浜松病院 JIH 静岡県

亀田総合病院 JIH 千葉県

国立がん研究センター東病院 JIH 千葉県

千葉大学病院 JIH 千葉県

千葉大学北総病院 JIH 千葉県

長崎大学病院 JIH 長崎県

がん研有明病院 JIH 東京都

慶応義塾大学附属病院 JIH 東京都

国立がんセンター中央病院 JIH 東京都

国立成育医療研究センター JIH 東京都

榊原記念病院 JIH 東京都

山王病院 JIH 東京都

順天堂大学附属順天堂病院 JIH 東京都

聖路加国際病院 JIH 東京都

東京大学医学部付属病院 JIH 東京都

日本赤十字足利病院 JIH 栃木県

済生会福岡総合病院 JIH 福岡県

福岡山王病院 JIH 福岡県

総合南東北病院 JIH 福島県

兵庫県立粒子線医療センター JIH 兵庫県

社会医療法人北斗 JIH 北海道

北海道大野記念病院 JIH 北海道

真生会富山病院 JMIP 富山県

名古屋共立病院 JMIP 愛知県

岡山大学病院 JMIP 岡山県

中部徳洲会病院 JMIP 沖縄県

松波総合病院 JMIP 岐阜県

木沢記念病院 JMIP 岐阜県

京都武田病院 JMIP 京都府

京都民医連中央病院 JMIP 京都府

武田病院 JMIP 京都府

彩の国東大宮メディカルセンター JMIP 埼玉県

埼玉医科大学国際医療センター JMIP 埼玉県

済生会横浜市東部病院 JMIP 神奈川県

湘南鎌倉総合病院 JMIP 神奈川県

湘南藤沢徳洲会病院 JMIP 神奈川県

磐田市立総合病院 JMIP 静岡県

恵寿総合病院 JMIP 石川県

成田赤十字病院 JMIP 千葉県

千葉西総合病院 JMIP 千葉県

りんくう総合医療センター JMIP 大阪府

岸和田徳洲会病院 JMIP 大阪府

吹田徳洲会病院 JMIP 大阪府

岩井整形外科内科病院 JMIP 東京都

玉川病院 JMIP 東京都

佼成病院 JMIP 東京都

東京ベイ・浦安市川医療センター JMIP 東京都

東京西徳洲会病院 JMIP 東京都

東京都立広尾病院 JMIP 東京都

東京臨海病院 JMIP 東京都

九州大学病院 JMIP 福岡県

福岡徳洲会病院 JMIP 福岡県

札幌東徳洲会病院 JMIP 北海道

函館新都市病院 JMIP 北海道

藤田保健衛生大学病院 JMIP/JIH 愛知県

津山中央病院 JMIP/JIH 岡山県

南部徳洲会病院 JMIP/JIH 沖縄県

米盛病院 JMIP/JIH 鹿児島県

大阪大学医学部附属病院 JMIP/JIH 大阪府

相澤病院 JMIP/JIH 長野県

虎の門病院 JMIP/JIH 東京都

国際医療福祉大学三田病院 JMIP/JIH 東京都

国立国際医療研究センター病院 JMIP/JIH 東京都

東京高輪病院 JMIP/JIH 東京都

NTT 東日本関東病院 JMIP/JIH 東京都

東京都済生会中央病院 JMIP/JIH 東京都

福岡記念病院 JMIP/JIH 福岡県

4.　�考察

本調査の目的は、日本における医療の国際化

に関して、外部評価を受けた医療機関を調査す

ることであった。調査の結果、JIH および

JMIP の認証取得医療機関は関東、特に東京都

に集中していた。四国には JIH、JMIP いずれ

の認証病院もなかった。

株式会社日本政策投資銀行（2018）の「訪日

外国人旅行者の四国に関する意向調査」によれ

ば、アジアのうち英語圏である香港で往訪意欲

が高く（17.0%、サンプル数 3,963 人）、四国で

の外国人受け入れ可能な医療機関整備は必要で

あるとみられる。JIH および JMIP 両方を取得

している医療機関に関しては、国立、私立、大
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学病院などの特徴はみられなかった。平成 24
年度 6 月末の政府統計によると、全国の病院数

は 8,567 であり（厚生労働省，2012）、厚生労

働省の調査で調査対象であった 1,945 機関のう

ち外来で 79.7%、入院では 58.5% の医療機関が

外国人を受け入れている現状を鑑みても（厚生

労働省，2017）、JIH または JMIP、もしくはそ

の両方を取得している病院数（74）は数少ない

といえる。首相官邸（2017）の「未来投資戦略

2017」においては、外国人患者受け入れ体制が

整備された医療機関が 100 ヶ所となることを目

標にしており、目標には近づいているもののな

おいっそうの整備が求められる。

ウエブサイトの準備状況に関しては、多言語

ウエブサイトで最も多いのは英語、次に多いの

が中国語であった。2017 年の国別訪日外国人

数で最も多いのは中国、次いで韓国であったが、

韓国語のサイトは少なかった。JMIP の評価基

準にある、「①ウエブサイトには、医療機関の

診療科、連絡先、アクセスを記載しているか」

に関しては、ほぼ全ての認証取得医療機関が該

当していた。ウエブサイト上のボタンを 1 ク

リックすると電話やメール送信ができる工夫を

しているウエブサイトもあり、外国人の通信の

不便さに配慮していると思われた。「②日本語

と外国語のウエブサイトの内容の整合性が取れ

ているか」については、ほとんどの医療機関に

ついて該当しなかった。内容の整合性というの

が、盛り込む情報量と種類という意味であると

するならば、ほぼ該当する医療機関はないが、

基本情報（診療科、連絡先、アクセス）に関し

て日本語と他言語での齟齬が無いという意味な

らばほぼ全ての医療機関が該当すると思われ

る。

文化や生活習慣の違いに関する対応は、先行

研究で外国人患者対応時に最も困難を感じる項

目として挙げられていたのにも関わらず、ウエ

ブサイトで対応していることを周知している医

療機関はなかった。施設内にイスラム教徒のた

めの祈りの部屋を設けたり、ハラル食に対応し

たりする医療機関もあるが、訪日外国人の大多

数の出身国である英語圏と中国、韓国の宗教（キ

リスト教や儒教）では、日本における食事や習

慣に特別な配慮をする必要がないと考えられる

ためである可能性もある。医療通訳について言

及している医療機関は少なく、ウエブサイトの

記載の内容はボランティアが対応出来ること、

サポートデスクや国際診療科があること、無料

の通訳者がいることなど様々であった。医療者

が他言語で対応するのか、受診にあたり自分で

通訳を手配する必要があるのか、大多数のウエ

ブサイトからはわからなかった。

外国人患者受け入れ促進に向けて、様々な認

証機関が医療の国際化を推進する医療機関に認

証を付与しているが、現状は認証医療機関の数、

地域ごとのバランス、認証医療機関のウエブサ

イトの準備状況、文化や生活習慣に対する配慮

において十分とはいえない。訪れる外国人数に

応じて、各地域で認証を取得する医療機関の数

を増やしていく必要があると考えられる。また、

ウエブサイトにおいて基本情報（医療機関の診

療科、連絡先、アクセス）にアクセスしやすく

する工夫も必要であると思われる。文化や生活

習慣に対する配慮については、外国人患者に対

しては JINTO で日本の病院を受診する際のガ

イドブックなどの情報を初めて公開しているの

で、ウエブサイトにリンクを貼るなどの方法が

考えられる。医療通訳に関しては、受診する外

国人が言葉の問題に直面するのは明白であり、

その心配のために日本で医療機関を受診しない

という可能性もあるため、早急に体制を整える

必要があると思われる。少なくとも、受診にあ

たりどのような医療通訳手配の選択肢があるの

か、料金および通訳形態（電話通訳、対面通訳

など）を明示する必要があると考えられる。

永松（2017）によれば、厚生労働省は、外国

人患者が安心・安全に日本の医療を受けられる

ように、院内施設の改修や多言語による資料充

実などの整備、外国人患者の受入体制が整備さ

れた医療機関の認証、そして政府関連機関に一
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覧を表示して検索できる等といった認証取得医

療機関の周知と段階的に外国人受け入れ体制の

整備を進めている。一覧を見て医療機関にアク

セスしたいと考えた外国人が、迷うことなく得

たい情報に到達できるように、今後も医療機関

のウエブサイトの整備が必要である。

日本政府の「明日の日本を支える観光ビジョ

ン」では、平成 32 年に訪日外国人旅行者が 4,000
万人に達することを目標としている（観光庁，

2016）。ますます増加する見込みがある訪日・

在日外国人が安心して医療を受けられるように

なるために、医療機関のいっそうの整備が必要

である。

5.　�結論

JIH・JMIP 認証取得医療機関計 74 機関のウ

エブサイトの調査より、外国人患者受け入れに

関して、外国人患者がサイトにアクセスした場

合に基本情報は得られるが、情報への到達しや

すさや見やすさ、文化や生活習慣に対する配慮、

医療通訳の手配（選択肢）に関する情報提供は

十分とはいえず、これらを改善する必要がある

ことが示唆された。
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